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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感光体にトナー画像を形成し、形成されたトナー画像を用紙に転写することにより画像
形成を行う画像形成手段と、
　前記画像形成手段により用紙に形成された画像を定着する定着手段と、
　前記画像形成手段による画像形成を行うための画像形成要求を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段により前記画像形成要求を受けると前記画像形成手段が画像形成を実行す
るために前記感光体の駆動を伴う第２の準備動作及び前記画像形成要求とは独立して前記
第２の準備動作よりも前に、前記画像形成手段の準備のために前記感光体の駆動を伴う第
１の準備動作の実行を制御する制御手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記第１の準備動作の完了前に前記受付手段により前記画像形成要求
を受け付けた場合、前記画像形成要求により実行される画像形成の内容に応じて、前記第
１の準備動作の後に前記感光体の駆動の停止を行わずに前記第２の準備動作を実行するか
、前記第１の準備動作の後に前記感光体の駆動の停止を行って前記第２の準備動作を実行
するかを決定し、
　前記制御手段は、更に、前記画像形成要求を受けると前記定着手段の準備動作を行わせ
、前記画像形成の内容に応じて決まる前記第２の準備動作に要する時間が前記定着手段の
準備動作に要する時間よりも長くなるならば、前記第１の準備動作の後に前記感光体の駆
動の停止を行わずに前記第２の準備動作を実行するよう制御することを特徴とする画像形
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成装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記画像形成要求を受けると前記定着手段の準備動作を行わせ、前記
画像形成の内容に応じて決まる前記第２の準備動作に要する時間が前記定着手段の準備動
作に要する時間よりも短くなるならば、前記第１の準備動作の後に前記感光体の駆動の停
止を行って前記第２の準備動作を実行するよう制御することを特徴とする請求項１記載の
画像形成装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、用紙のジャムが発生し、該ジャムが解除された後に前記第１の準備動
作を実行させる或いは前記画像形成装置の電源が投入されると前記第１の準備動作を実行
させることを特徴とする請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記定着手段の準備動作を開始する時点の前記定着手段の温度と前記
画像形成の内容に応じて決まる前記定着手段の目標温度とに基づいて前記定着手段の準備
動作に要する時間を決定することを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の画像
形成装置。
【請求項５】
　前記画像形成の内容に応じて前記第１の準備動作の後に前記感光体の駆動の停止を行わ
ずに前記第２の準備動作を実行するか前記第１の準備動作の後に前記感光体の駆動の停止
を行って前記第２の準備動作を実行するかを決定することを無効にするモードを予め選択
する選択手段を有することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記選択手段により前記無効にするモードが選択された場合、前記制御手段は、前記画
像形成要求により実行される画像形成の内容に拘わらず、前記第１の準備動作の後に前記
感光体の駆動の停止を行わずに前記第２の準備動作を実行するよう制御することを特徴と
する請求項５記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記第１の準備動作は、前記感光体のクリーニングを含むことを特徴とする請求項１乃
至６の何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記第１の準備動作は、前記画像形成手段により形成される画像の濃度を予め調整する
画像濃度調整動作を含むことを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の画像形成
装置。
【請求項９】
　前記画像形成手段は、複数の色成分に対応するトナー像を形成するための複数の感光体
と、複数の感光体に形成されたトナー像が転写される中間転写体を有し、
　前記第１の準備動作は、複数の感光体に形成されたトナー像が中間転写体に互いに重ね
られるときの実際の色ずれを前もって減少させるための色ずれ調整動作を含むことを特徴
とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記無効にするモードは、画像形成要求の入力から画像形成を開始するまでの時間の削
減が画像形成ユニットの寿命よりも優先されるモードであることを特徴とする請求項５記
載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成要求とは独立して準備動作を行う画像形成装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
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　従来の画像形成装置では、電源起動、節電復帰、ジャム復帰、ドア開閉時などに、画像
形成装置を画像形成動作の出来る状態にするために画像形成部の駆動を伴う前準備動作が
行われている。この前準備動作が終了したスタンバイ状態で、画像形成要求を受けると要
求された画像形成内容に応じて画像形成準備動作を開始する。
【０００３】
　特許文献１では、画像形成動作が完了して停止処理を実施中に次の画像形成動作要求が
発生した場合に、画像形成部の停止を行うことなく画像形成準備動作を実施することで次
の画像形成開始までの待ち時間を短縮する制御が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２９４６４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１のように画像形成装置を画像形成動作可能な状態にする前準
備動作中に画像形成要求がされた時に、特許文献１と同様に前準備動作から画像形成準備
動作を継続して実施したとすると、以下のような不都合がある。例えば、定着装置の画像
形成準備動作に要する時間が画像形成部の画像形成準備動作に要する時間より長くなる場
合があり、その場合には定着装置の画像形成準備動作が完了するまで画像形成部が駆動し
続けることで画像形成部の寿命に影響を及ぼしてしまう。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の画像形成装置は、感光体にトナー画像を形成し、
形成されたトナー画像を用紙に転写することにより画像形成を行う画像形成手段と、前記
画像形成手段により用紙に形成された画像を定着する定着手段と、前記画像形成手段によ
る画像形成を行うための画像形成要求を受け付ける受付手段と、前記受付手段により前記
画像形成要求を受けると前記画像形成手段が画像形成を実行するために前記感光体の駆動
を伴う第２の準備動作及び前記画像形成要求とは独立して前記第２の準備動作よりも前に
、前記画像形成手段の準備のために前記感光体の駆動を伴う第１の準備動作の実行を制御
する制御手段と、を有し、前記制御手段は、前記第１の準備動作の完了前に前記受付手段
により前記画像形成要求を受け付けた場合、前記画像形成要求により実行される画像形成
の内容に応じて、前記第１の準備動作の後に前記感光体の駆動の停止を行わずに前記第２
の準備動作を実行するか、前記第１の準備動作の後に前記感光体の駆動の停止を行って前
記第２の準備動作を実行するかを決定し、前記制御手段は、前記画像形成要求を受けると
前記定着手段の準備動作を行わせ、前記画像形成の内容に応じて決まる前記第２の準備動
作に要する時間が前記定着手段の準備動作に要する時間よりも長くなるならば、前記第１
の準備動作の後に前記感光体の駆動の停止を行わずに前記第２の準備動作を実行するよう
制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、前準備動作中に画像形成要求が受け付けられた場合に、感光体の駆動
を停止することなく前準備動作から画像形成準備動作を継続することで、画像形成開始ま
での時間を短縮することができる。
【０００８】
　また、画像形成の内容に応じて画像形成部の寿命の短縮を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】画像形成装置の全体構成を示す図
【図２】画像形成部を示す図
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【図３】操作部を示す図
【図４】画像形成装置の構成を示すブロック図
【図５】画像形成準備動作の説明図
【図６】準備継続制御の説明図
【図７】準備継続制御の実施判定可及び不可の説明図
【図８】定着温度と立ち上げ時間との関係を示す図
【図９】準備継続制御選択画面を示す図
【図１０】制御動作を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態を図面用いて詳細に説明する。
【００１１】
　（第一実施形態）
　＜画像形成装置の構成＞
　図１は、画像形成装置全体の構成を示す図である。画像形成装置１０は、画像形成部２
００、原稿読み取り部３００、操作部４００、シート格納部５００から構成される。シー
ト格納部５００は、カセット５００ａ～５００ｄ、手差し給送部５００ｅを有している。
【００１２】
　＜画像形成部＞
　図２は、画像形成装置１０の画像形成部２００の詳細の構成を示す図である。画像形成
装置１０は、４色、すなわちイエロー（以下Ｙと記載）、マゼンダ（以下Ｍと記載）、シ
アン（以下Ｃと記載）、ブラック（以下Ｋと記載）の画像形成手段を備えたカラー画像形
成装置ある。
【００１３】
　感光ドラム１００ａ～１００ｄは、それぞれＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋ用の静電潜像が形成される
感光ドラム（ａ、ｂ、ｃ、ｄはそれぞれＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋ用を示す）である。
【００１４】
　モノクロドラムモータ１０９は、感光ドラム１００ｄを駆動及び中間転写ローラ１０５
を駆動する。カラードラムモータ１１１は、感光ドラム１００ａ～１００ｃを駆動する。
【００１５】
　現像モータ１１０は、現像器１０３ａ～１０３ｄを駆動し、各現像器の駆動は図示しな
い各現像器に設けられたクラッチにより個別にＯＮ／ＯＦＦ制御される。
【００１６】
　レーザスキャナ１０１ａ～１０１ｄは、画像信号に応じて感光ドラム１００上を露光し
、静電潜像を形成する。各感光ドラム１００上に形成された静電潜像は現像器１０３によ
りトナー現像されることでトナー画像が形成される。
【００１７】
　中間転写ベルト１０４は、中間転写ローラ１０５により回転し、各感光ドラム１００上
に形成されたトナー画像を順次転写する。
【００１８】
　一次転写ローラ１０２ａ～１０２ｄは、感光ドラム１００ａ～１００ｄに形成されたト
ナー画像を中間転写ベルト１０４上に転写する。
【００１９】
　離間モータ１１２は、カラー用の一次転写ローラ１０２ａ～１０２ｃを移動するための
モータである。モノクロ画像出力時には離間モータ１１２により一次転写ローラ１０２ａ
～１０２ｃが図中の破線の位置に移動することで、感光ドラム１００ａ～１００ｃと中間
転写ベルト１０４とが離間状態となる。従って、カラードラムモータ１１１を停止した状
態でも中間転写ベルト１０４が感光ドラム１００ａ～１００ｃ及び一次転写ローラ１０２
ａ～１０２ｃに摺擦することがなく、寿命に影響を与えずに、モノクロ画像形成動作を行
うことが出来る。
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【００２０】
　１０６は、中間転写ベルト１０４上に形成された静電潜像にトナー画像を搬送されてき
た紙に一括して転写させる二次転写ローラである。１０８は、定着ローラを駆動するため
のモータである。
【００２１】
　＜操作部＞
　図３の操作部４００は、タッチパネル式の操作画面４０１と、数字キーやプリント開始
、停止キーといったボタンキー４０２で構成されており、ユーザは画像形成装置１０の様
々な操作を行うことが出来る。
【００２２】
　＜原稿読み取り部＞
　画像形成装置１０は、操作部４００にてプリント指示を受けた場合は、原稿読み取り部
３００で原稿の読み込みを行い、読み取られた画像は色成分毎の画像信号として各レーザ
スキャナ１０１に送られる。また、後述するホストコンピュータ２１１から後述する通信
コントローラ２１０を介してプリント指示を受信した場合には、各色成分の画像信号が各
レーザスキャナ１０１に送られる。
【００２３】
　そして、感光ドラム１００上に形成された静電潜像は、現像器１０３によりトナーで現
像される。中間転写ベルト１０４は図中時計周りに回転し、感光ドラムに形成されたトナ
ー画像が一次転写ローラ１０２を介して順次中間転写ベルト１０４に転写される。
【００２４】
　その後、シート格納部５００から矢印の方向にシートが搬送され、二次転写ローラ１０
６の位置で、中間転写ベルト上に形成された各色のトナー画像がシートに重ねて転写され
る。シートに転写されたトナー画像は定着器１０７の熱によって定着され、機外に排出さ
れる。
【００２５】
　＜ブロック図＞
　次に、画像形成装置１０の構成について図４のブロック図を参照しながら説明する。画
像形成装置１０の画像形成制御部２１２はＣＰＵ２０１、ＲＯＭ２０２、ＲＡＭ２０３で
構成されるＣＰＵ回路部２１３にて制御を行う。
【００２６】
　ＣＰＵ回路部２１３は、操作部４００または通信コントローラ２１０を介してホストコ
ンピュータ２１１から画像形成要求の指示を受けると、ＲＯＭ２０２に格納されている各
種プログラムを実行する。即ち、操作部４００及び通信コントローラ２１０は画像形成要
求を受け付ける受付手段として機能する。そして、ＣＰＵ回路部２１３は、画像形成装置
１０の各部を制御して、画像形成動作を実施する。
【００２７】
　＜前準備動作＞
　次に、画像形成装置１０を画像形成動作が出来る状態にする前準備動作について述べる
。前準備動作とは、画像形成要求が来る前段階で実行される画像形成装置１０の準備動作
である。画像形成装置１０は、カラー画像形成要求が来た場合に備え、カラー画像形成動
作がすぐに行えるように全ての感光ドラム１００が駆動されるカラーモードで準備動作が
実行される。
【００２８】
　例えば、画像形成装置１０の電源の投入時や節電モードからの復帰時における前準備動
作では、長期放置による画像形成装置１０の内部の状態が変化していた場合に、画像濃度
を一定濃度にするための画像濃度補正制御や、色ずれ補正制御などが実施される。
【００２９】
　また、シートのジャムが発生した場合のジャム解除復帰時における前準備動作では、中
間転写ベルト１０４、感光ドラム１００に残ったトナーを除去するためのクリーニング制
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御が実施される。
【００３０】
　なお、画像濃度補正制御、色ずれ補正制御、クリーニング制御に関する説明は公知技術
であるため割愛する。
【００３１】
　＜画像形成準備動作＞
　次に、画像形成装置１０の画像形成部２００が停止したスタンバイ状態から、画像形成
要求を受けて実施する従来の一般的な画像形成準備動作について述べる。
【００３２】
　図５は、画像形成要求を受けた時の定着器１０７と画像形成部２００の画像形成準備動
作との関係を示す図である。
【００３３】
　ＣＰＵ２０１は画像形成要求を受け付けると、要求に付与されたジョブの情報、例えば
カラーモード、用紙種類によって、定着器１０７と画像形成部２００の画像形成準備動作
の内容を決定する。
【００３４】
　画像形成要求を受けて、画像形成準備動作として定着器１０７の温度調整制御（温調制
御）が開始されるが、画像形成部２００の画像形成準備動作はすぐには開始されない。定
着器１０７の定着温度が画像形成準備許可温度に到達すると、ＣＰＵ２０１は、感光ドラ
ム１００、現像器１０３などのユニット駆動や高圧の立上げ動作を開始する。定着器１０
７の定着温度が画像形成許可温度に到達し、かつ画像形成部２００の画像形成準備動作が
完了すると画像形成動作が可能な状態になる。
【００３５】
　前述した画像形成準備許可温度は、定着器１０７が画像形成許可温度に到達する時間と
、画像形成部２００の画像形成準備動作が終了する時間関係から、定着立ち上げ時間の特
性をもとに決定される。このように、画像形成部２００の画像形成準備動作の開始タイミ
ングを制御することで、無駄な駆動時間をなくして寿命に対する影響を抑えている。
【００３６】
　＜準備継続制御＞
　次に、本発明における準備継続制御について説明する。図６は、ジャム解除後の復帰時
の前準備動作中にカラー画像出力の画像形成要求が発生した時に、画像形成部２００が画
像形成の出来る状態になるまでの動きを説明する図である。
【００３７】
　図６（ａ）は準備継続制御を実施しない場合の動作を示している。ジャム復帰がなされ
ると、前準備動作としてモノクロドラムモータ１０９、カラードラムモータ１１１の駆動
が開始される。
【００３８】
　モノクロドラムモータ１０９、カラードラムモータ１１１の速度が一定速度に立ち上が
ると離間モータ１１２が駆動してカラー用の一次転写ローラ１０２ａ～１０２ｃを感光ド
ラム１００ａ～１００ｃに当接する位置に移動する動作が開始する（Ｓ－Ａ１）。
【００３９】
　一次転写ローラ１０２ａ～１０２ｃの当接動作が完了すると、クリーニング処理に必要
な高圧出力が開始され、クリーニング動作が行われる（Ｓ－Ａ２）。
【００４０】
　クリーニング動作実行中に画像形成要求が発生するが（Ｓ－Ａ３）、画像形成要求自体
の発行を保留、もしくは受け付けるが画像形成準備動作を保留する。クリーニング処理が
終了すると、離間モータ１１２が駆動してカラー用の一次転写ローラ１０２ａ～１０２ｃ
を感光ドラム１００ａ～１００ｃから離間させる動作が開始される（Ｓ－Ａ４）。離間動
作が完了するとモノクロドラムモータ１０９、カラードラムモータ１１１の駆動停止が開
始されて、モータの駆動停止が完了すると前準備動作が終了する（Ｓ－Ａ５）。
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【００４１】
　前準備動作が終了したら画像形成準備動作が開始される。画像形成準備動作として、モ
ノクロドラムモータ１０９、カラードラムモータ１１１の立ち上げが行われる（Ｓ－Ａ６
）。
【００４２】
　モノクロドラムモータ１０９、カラードラムモータ１１１の立ち上げ動作の完了を受け
て、離間モータ１１２が駆動してカラー用の一次転写ローラ１０２ａ～１０２ｃが感光ド
ラム１００ａ～１００ｃに当接するための動作が開始する（Ｓ－Ａ７）。
【００４３】
　一次転写ローラ１０２ａ～１０２ｃの当接動作が完了すると、カラー画像形成に必要な
高圧出力が開始される（Ｓ－Ａ８）。
【００４４】
　高圧出力が完了すると、画像形成準備動作が完了して画像形成可能な作像ＯＫ状態にな
る。画像形成要求が発生してから画像形成準備動作が可能になるまでの時間はＴｍ１とな
る。
【００４５】
　図６（ｂ）は準備継続制御を実施する場合の動作を示している。ジャム復帰がされると
、前準備動作としてモノクロドラムモータ１０９、カラードラムモータ１１１の駆動が開
始される。
【００４６】
　モノクロドラムモータ１０９、カラードラムモータ１１１の速度が一定速度に立ち上が
ると離間モータ１１２が駆動してカラー用の一次転写ローラ１０２ａ～１０２ｃを感光ド
ラム１００ａ～１００ｃに当接する位置に移動する動作が開始する（Ｓ－Ｂ１）。
【００４７】
　一次転写ローラ１０２ａ～１０２ｃの当接動作が完了すると、クリーニング処理に必要
な高圧出力が開始され、クリーニング動作が行われる（Ｓ－Ｂ２）。クリーニング動作中
に画像形成要求が通知されるが（Ｓ－Ｂ３）、画像形成要求を受けたことがＲＡＭ２０３
に記憶される。クリーニング動作が完了すると前準備動作は終了するが、引き続きカラー
画像形成に必要な画像形成準備動作として高圧出力が行われる（Ｓ－Ｂ４）。高圧出力が
完了すると画像形成準備動作が完了して画像形成可能な作像ＯＫ状態になる。画像形成要
求が発生してから画像形成準備動作が可能になるまでの時間はＴｍ２となる。
【００４８】
　ジャム復帰の場合、ジャム発生によりに完了しなかった画像形成がリカバリ処理で実行
されることが決まっている。従って、図６（ｂ）では、Ｓ－Ａ４～Ｓ－Ａ８で行わる処理
が行われなくても、一次転写ローラ１０２ａ～１０２ｃ、カラードラムモータ１１１は既
にカラー画像形成可能な状態であるため、継続して画像形成準備動作の実行が可能になる
。よって、画像形成要求が発生してから画像形成準備動作が終わるまでの時間Ｔｍ２は図
６（ａ）におけるＴｍ１より短くなる。これにより画像形成開始までの時間短縮を図るこ
とが出来る。
【００４９】
　＜判定制御＞
　次に、準備継続制御の実施可否の判定制御について図を用いて説明する。
【００５０】
　図７（ａ）は準備継続制御を実施可能な場合の画像形成部２００と定着器１０７の前準
備動作と画像形成準備動作との関係を示したものである。電源起動やジャム復帰処理によ
り画像形成要求とは独立して前準備動作が開始されるが、前準備動作として定着器１０７
では、定着ローラの離間機構の初期位置チェックが行われる。画像形成部２００では、前
準備動作として前述したクリーニング制御や画像濃度制御が実行される。そのために、モ
ノクロドラムモータ１０９、カラードラムモータ１１１の駆動等が行われる。前準備動作
中にタイミングｔ０で画像形成要求が通知されると、画像形成要求に付与されたカラーモ
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ード、用紙種類情報などから画像形成準備動作で実行するべき内容が決定される。
【００５１】
　画像形成要求を受けてから前述した定着器１０７での画像形成準備動作が完了するまで
のＴ２時間と画像形成部２００での画像形成準備動作が完了するまでのＴ１時間とがそれ
ぞれ算出される。
【００５２】
　図７（ａ）の場合には、画像形成要求を受けた時から画像形成準備動作が完了するまで
の時間がＴ１≧Ｔ２の関係にあるため、定着器１０７での画像形成準備動作完了待ちによ
り感光ドラム１００が空回転する状態ではない。従って、画像形成部２００の駆動を止め
ることなく前準備動作に引き続き画像形成準備動作を実行する準備継続制御が実施される
。
【００５３】
　準備継続制御を実施するケースとしては、定着器１０７の温度が既に画像形成準備許可
温度に近い状態で画像形成準備動作がすぐに終わる場合、あるいは画像形成部２００にお
ける前準備動作として画像調整などの時間のかかる処理が行われる場合である。
【００５４】
　図７（ｂ）は準備継続制御を実施不可な場合の画像形成部２００と定着器１０７の前準
備動作と画像形成準備動作との関係を示した図である。図７（ａ）の場合と同様に、画像
形成要求を受けてから定着部１０７での画像形成準備動作が完了するまでのＴ２時間と画
像形成部２００での画像形成準備動作が完了するまでのＴ１時間とがそれぞれ算出される
。
【００５５】
　図７（ｂ）では、画像形成要求を受けた時から画像形成準備動作が完了するまでの時間
がＴ１＜Ｔ２の関係にあるため、定着器１０７での画像形成準備動作完了待ちにより感光
ドラム１００が空回転する状態となる。そのため、寿命を考慮して画像形成部２００の駆
動が停止される。つまり、図６（ａ）で説明した準備継続制御を実施しない画像形成準備
動作が行われる。
【００５６】
　準備継続制御を実施しないケースとしては、定着器１０７の温度が画像形成準備許可温
度よりも十分低い状態であり、画像形成準備動作に時間がかかる場合、あるいは画像形成
部２００での前準備動作あるいは画像形成準備動作が短い時間で終わる場合である。
【００５７】
　時間Ｔ１は、前準備動作の実施内容で決定される前準備動作時間と画像形成準備動作の
実施内容から決定される画像形成準備動作時間の合算値から、前準備動作開始してから画
像形成要求を受けるまでに経過した時間Ｔ０を差し引くことで算出される。
【００５８】
　時間Ｔ２は、図８に示す定着温度と立ち上げ時間との関係データ及びから画像形成要求
を受けた時点の定着温度と目標温度とに基づいて算出される。尚、目標温度は画像形成要
求の通知情報に基づいて決定される。また、定着温度と立ち上げ時間との関係データはＲ
ＯＭ２０２に格納されている。
【００５９】
　図８の例では、画像形成要求を受けた時点の定着温度が５０℃で目標温度が１５０℃で
あるので、時間Ｔ２は２２．５秒－１０秒＝１２．５秒となる。なお、図７（ｂ）及び図
８では、定着器１０７での前準備動作が完了した後に画像形成要求が通知された場合を示
しているため、時間Ｔ２は画像形成準備動作時間のみで算出される。定着器１０７での前
準備動作中に画像形成要求を受けた場合には、Ｔ２は前準備動作時間と、画像形成準備動
作時間の合算値から、前準備動作を開始してから画像形成要求を受けるまでに経過した時
間Ｔ０を差し引くことで算出される。
【００６０】
　＜準備継続制御選択＞
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　前述した準備計測制御の実施可否の判定制御は、図１０に示す操作部４００に表示され
る設定画面より有効／無効を選択できる。速度優先ボタン４０４は、画像形成部の感光体
等の寿命を優先するよりも画像形成要求から画像形成開始までの時間をできるだけ短くす
ることを優先したい場合にユーザにより選択される。寿命優先ボタン４０３が選択される
と前述した判定制御が有効になり、画像形成部２００が空回転する状態を抑制出来る。速
度優先ボタン４０４が選択されると前述した判定制御が無効となり、画像形成の内容に拘
わらず必ず継続制御が実行されるため、前準備中に画像形成開始が指示された場合に、画
像形成開始までの時間を短くすることができる。
【００６１】
　＜フローチャート＞
　図１０は、準備継続制御を示すフローチャートである。本フローチャートは、ＣＰＵ２
０１により実行される。
【００６２】
　Ｓ１００１において、ＣＰＵ２０１は電源起動、ジャム復帰処理など前準備動作が必要
かどうかを判断して、必要と判断したらＳ１００２へ進む。
【００６３】
　Ｓ１００２において、ＣＰＵ２０１は画像形成部２００における前準備動作を開始する
。
【００６４】
　Ｓ１００３において、ＣＰＵ２０１は画像形成部２００における前準備動作で必要な処
理が完了して画像形成部２００の負荷を停止出来る状態、もしくは停止出来る状態から所
定時間経過したかを判断して、停止できる状態になったらＳ１００４へ進む。
【００６５】
　Ｓ１００４において、ＣＰＵ２０１は前準備動作完了前に画像形成要求が発生したか否
かを判断し、要求が発生していたらＳ１００４へ進む。要求が発生していなければＳ１０
１４へ進み、ＣＰＵ２０１は前準備動作を終了させる。一方、画像形成要求が発生してい
たＳ１００５へ進む。
【００６６】
　Ｓ１００５において、ＣＰＵ２０１は準備継続制御の実施判定処理を開始し、その後Ｓ
１００６へ進む。
【００６７】
　Ｓ１００６において、ＣＰＵ２０１は前述した判定制御の説明の如く、画像形成要求に
付与された情報に基づいて画像形成部２００での画像形成準備動作に要する時間Ｔ１と定
着器１０７での画像形成準備動作に要する時間Ｔ２をそれぞれ決定して、比較する。Ｔ１
＞Ｔ２の関係が成り立つ場合には、画像形成部２００の寿命への影響がないため、ＣＰＵ
２０１は準備継続制御を実施可能であると判断してＳ１００７へ進み、成り立たない場合
には寿命への影響があると判断してＳ１０１０へ進む。
【００６８】
　Ｓ１００７において、ＣＰＵ２０１は図６（ｂ）に示した準部継続制御ありの画像形成
準備動作を開始させ、その後Ｓ１００８へ進む。
【００６９】
　Ｓ１００８において、ＣＰＵ２０１は画像形成部２００、定着器１０７を含む全ての画
像形成準備動作が完了したかを判定し、準備が完了したらＳ１００９へ進む。
【００７０】
　ステップＳ１００９において、ＣＰＵ２０１は受け付けた画像形成要求に付与された情
報に基づいて画像形成部２００に画像形成を開始させる。
【００７１】
　Ｓ１０１０において、ＣＰＵ２０１は前述した準備継続制御選択の設定を判断して、速
度優先が選択されていたらＳ１００７へ進み、準備継続制御ありの画像形成準備動作を実
行させる。即ち、画像形成の内容に拘わらず、準備継続制御ありの画像形成準備動作が実
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【００７２】
　Ｓ１０１１において、ＣＰＵ２０１は画像形成部２００の寿命を延ばすことを優先して
、前準備動作の停止動作を開始させてＳ１０１２へ進む。
【００７３】
　Ｓ１０１２において、ＣＰＵ２０１は画像形成部２００、定着器１０７を含む全ての前
準備動作が停止するのを待ち、停止したらＳ１０１３において図６（ａ）に示す準備継続
制御なしの画像形成準部動作を開始させ、その後前述したＳ１００８へ進む。
【００７４】
　以上の様に、本実施形態によれば、時間Ｔ１＞時間Ｔ２の場合或いは速度優先が選択さ
れている場合に、画像形成開始までの時間を短くすることができる。
【００７５】
　なお、Ｓ１０１０における速度優先選択の判定がＳ１００６の前に実行されるよう構成
されてもよい。この場合、Ｓ１００６でＮｏの場合にＳ１０１１が実行される。
【００７６】
　前述した実施形態では画像形成部２００と定着器１０７とにおける前準備動作の時間の
関係を用いて説明を行った。これに限らず、例えば画像形成装置１０に接続される排紙後
処理装置の画像形成準備動作と画像形成準備動作の時間関係から同様に準備継続制御の実
施可否を判定してもよい。
【符号の説明】
【００７７】
　１０　画像形成装置
　１００　感光ドラム
　１０１　レーザスキャナ
　１０２　一次転写ローラ
　１０４　中間転写ベルト
　１０５　中間転写ローラ
　１０６　二次転写ローラ
　１０９　モノクロドラムモータ
　１１１　カラードラムモータ
　１１２　離間モータ
　２００　画像形成部
　２０１　ＣＰＵ
　２０２　ＲＯＭ
　２０３　ＲＡＭ
　２１２　画像形成制御部
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